
１－４　職場や就職活動におけるハラスメントの防止

１．職場におけるハラスメント経験

付表1－4－1－1　職場におけるハラスメント問題（都） （単位：件、％）

選択肢 件数 割合

問題になったことがある 242 40.0

問題になったことはないが実態としてはある 67 11.1

問題になったことも実態としてもない 288 47.6

無回答 8 1.3

全体 605 100.0

付表1－4－1－2　問題となったハラスメント（都） （単位：件、％）

選択肢 件数 割合

セクシャルハラスメント 145 46.9

妊娠等に関するハラスメント 13 4.2

パワーハラスメント 254 82.2

その他 8 2.6

無回答 4 1.3

全体 309 100.0

付表1－4－1－3　ハラスメントが起きたときに対応が困難と感じること（都）
（単位：件、％）

選択肢 件数 割合

事実確認が難しい 356 58.8

プライバシーの保護が難しい 194 32.1

どこまでがハラスメントに該当するか、線引きが難しい 401 66.3

被害者が嫌がっていることを加害者に理解させることが難しい 186 30.7

相談を受ける際の留意点等が分からない 48 7.9

被害者への事実確認（事情聴取）に際しての対応が難しい 151 25.0

被害者の精神的ダメージが大きい場合の対応が難しい 190 31.4

加害者への処分を含めた対応が難しい 198 32.7

顧客や取引相手が加害者の場合の対応が難しい 116 19.2

相談後の対処法が分からない 39 6.4

日常の業務が忙しいため、十分に対応する余裕がない 52 8.6

相談窓口の整備等に経費がかかるため難しい 9 1.5

その他 19 3.1

無回答 24 4.0

全体 605 100.0

資料：東京都産業労働局「令和4年度東京都男女雇用平等参画状況調査」
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２．職場における「ハラスメント」の相談件数

（単位：件、％）

資料：東京都産業労働局「労働相談及びあっせんの概要」

（単位：件、％）

資料：東京都産業労働局「労働相談及びあっせんの概要」

付表1－4－2－1　職場における「マタニティハラスメント」の相談件数（都）

相談件数 男性 女性 女性相談の割合

平成29(2017)年度 407 89 318 78.1

平成28(2016)年度 382 98 284 74.3

令和元(2019)年度 373 121 252 67.6

平成30(2018)年度 373 86 287 76.9

令和3(2021)年度 231 55 176 76.2

令和2(2020)年度 670 106 564 84.2

付表1－4－2－2　職場における「マタニティハラスメント」の相談内容（都）

相談件数
不利益な取り

扱いによるマタ
ニティハラスメ

言動によるマタ
ニティハラスメ

ントの相談

マタニティハラス
メントに関する人
事管理上の相談

その他・不明

220

平成28(2016)年度 382 169 29 26 166

平成29(2017)年度 407 123 70 49

225

平成30(2018)年度 373 112 6 54 242

令和元(2019)年度 373 131 13 18

140

令和2(2020)年度 670 97 11 21 547

令和3(2021)年度 231 55 7 31
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３．受けた就活等セクハラの内容

（単位：人、％）
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255 40.4 27.5 26.3 16.5 16.1 11.0 9.4 1.2

男性 124 32.3 23.4 28.2 23.4 15.3 13.7 9.7 0.0

女性 131 48.1 31.3 24.4 9.9 16.8 8.4 9.2 2.3

資料：厚生労働省「職場のハラスメントに関する実態調査報告書」（令和2年度）

付表1－4－3　受けた就活等セクハラの内容（全国）

全体

性
別
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